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             高等特別支援学校 支援部 第１８５号 

 

「 直心是道場（じきしんこれどうじょう） 」 
 

 

 日々、子育てに向き合い、子どもたちの成長を温かく見守り、支えてくださっている保護者の皆様に、

心より感謝申し上げます。 

そして、学校生活の中で、楽しいことばかりでなく、時には不安や悩み、思いどおりにならないことに

向き合いながら、毎日を一生懸命過ごしている生徒の皆さん、よく頑張っていますね。 

本当にお疲れ様です。 

 

今回は、私が大切にしている言葉を一つ紹介したいと思います。 

 

『直心是道場（じきしんこれどうじょう）』 

 

これは、「素直で真っ直ぐな心こそが、学びや成長の場となる」という意味をもつ仏教の言葉です。 

維摩居士（ゆいまこじ）と光厳童子（こうごんどうじ）のやり取りに由来します。 

 

光厳童子（こうごんどうじ）が、あるとき、「このように騒がしい場所では修行が出来ない。どこか、静か

な場所はないだろうか」と維摩居士（ゆいまこじ）に尋ねたところ、 

 

維摩居士は、「直心是道場」と答えました。 

 

光厳童子は、きっと特別な場所を思い浮かべていたのかもしれません。 

静かで、整えられた場所。修行にふさわしい、どこか遠くの場所です。 

しかし、維摩居士が示した「道場」は、特別な建物や場所ではありませんでした。 

 

素直な心で物事に向き合い、学びたい、成長したいという気持ちがあれば、いつでも、どこでも、日々

の暮らしそのものが「道場」になるというのです。 

 

朝、家族と交わす何気ない言葉。学校で友達や先生と過ごす時間。うれしい出来事に心が弾む瞬間。 

思いどおりにならず、悩んだり、立ち止まったりする時間。 

その一つひとつが、私たちにとっての学びの場になります。 

 

学校の支援部として、子どもたち一人ひとりの思いや気づきを大切にし、ご家庭と共に成長を見守っ

てまいります。そして、私自身も日々の生活を「道場」と捉え、素直で真っ直ぐな心を忘れず、共に学び、成

長していきたいと思います。 

 

 


